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連結業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

  最近の業績動向を踏まえ、平成２８年２月１２日に公表した業績予想及び配当予想を下記のとおり

修正しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．連結業績予想の修正について 

  （金額の単位：百万円） 

平成２８年１２月期第２四半期連結業績予想数値の修正（平成２８年１月１日～平成２８年６月３０日） 

 
売 上  高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属す

る四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( A）  
 

３，８００ 
 

７０ 
 

４５ 
 

２５ 
円 銭 

２．４２ 

今 回 修 正 予 想 ( B）  ３，１００ △１２０ △１３０ △１００ △９．６７ 

増  減  額 （B-A） △７００ △１９０ △１７５ △１２５ － 

増  減  率  （％） △１８．４ － － － － 

（ご参考）前年実績 
（平成27年12月期第2四半期）） ３，５７７ ５１ ３８ １４ １．４１ 

 

平成２８年１２月期通期連結業績予想数値の修正（平成２８年１月１日～平成２８年１２月３１日） 

 
売 上  高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属す

る当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( A）  
 

７，８００ 
 

３５０ 
 

３００ 
 

２００ 
円 銭 

１９．３５ 

今 回 修 正 予 想 ( B）  ７，２００ ２６０ ２２０ １３０ １２．５８ 

増  減  額 （B-A） △６００ △９０ △８０ △７０ － 

増  減  率  （％） △７．７ △２５．７ △２６．７ △３５．０ － 

（ご参考）前年実績 
（平成27年12月期） ７，９４１ ４９８ ４７０ ２８０ ２７．１４ 

 



修正の理由 

平成２８年１２月期第２四半期累計期間につきましては、３月までは九州の遊園地及び北海道のホテ

ルで売上高が増加し好調に推移したものの、４月に発生した熊本地震による高速道路をはじめとした交

通アクセスの大幅な規制や余震を警戒した旅行の手控えにより、集客の最重要期間であるゴールデンウ

ィーク期間の個人客が大幅に減少し、相次ぐ学校団体・海外客の予約キャンセルも相まって、九州の遊

園地、ホテル、ゴルフ場の利用者数が減少したため、売上高が前回発表予想を下回る見込みであります。 

利益面でも、さまざまな分野において経費の見直しを進めてまいりましたが、売上高減少の影響が大

きく、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益が前回発表予想を下回る見込みであ

ります。 

平成２８年１２月期通期につきましても、第２四半期累計期間の業績の状況も踏まえ、売上高、営業

利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益が前回発表予想を下回る見込みであります。 

なお、平成２８年１２月期通期の個別業績につきましては、今後の業績の動向を精査し、前期実績値

との差異の開示が必要と判断された時点で公表する予定であります。 

 

※上記業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づくものであるため、実際の業績は、今後様々

な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

 

 ２．配当予想の修正について 

 年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回発表予想 ４円００銭 ５円００銭 ９円００銭 

今回修正予想 ３円００銭 ５円００銭 ８円００銭 

前期実績 

（平成２７年１２月期） 

３円００銭 

普通配当３円００銭 

 

８円００銭 

普通配当５円００銭 

特別配当３円００銭 

１１円００銭 

普通配当８円００銭 

特別配当３円００銭 

 

 修正の理由 

  当社は、株主の皆様への配当を経営における最重要課題の一つと位置付けており、業績に応じた配当を 

行うことを方針としています。 

  この方針のもと、第２四半期及び通期の連結業績予想を修正したことを踏まえ、第２四半期末の配当に 

つきましては、前回発表予想比１円減の３円とし、年間配当を１株当たり８円に修正させていただきます。 

  なお、期末の配当につきましては、交通アクセス面も徐々に回復し、また政府の観光面における支援策 

等も計画されていることから、今後の当社の業績も回復してくるものと予想しておりますので、今回は変 

更しておりません。 

 

 

 

 

以  上 


